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品 野 地 区 都 市 再 生 整 備 計 画

平 成 26 年 3 月 28 日

愛 知 県 瀬 戸 市



　　　　　　　　　　

1 品野地区都市再生整備計画

平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 瀬戸市

（H21） （H24） （H26末）

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H22 H23 H24 H25 H26

1-A-1
都市再生
整備計画

一般 瀬戸市 直 品野地区都市再生整備計画事業 瀬戸市 413

合計 413

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計

番号 備考

社会資本総合整備計画（市街地整備）

計画の名称

計画の期間 交付対象

計画の目標

安全・安心で、魅力に満ちた賑わいと活力あるまちづくり
○地域力の向上による安心・安全なまちづくり
○地域資源を活用したおもてなしのまちづくり

　　計画の成果目標（定量的指標）

・災害の不安がない思う市民の割合を24.6％（H21）から53.8％（H26）に増加
・自治会等の地域活動が盛んであると思う市民の割合を30.8％（H21）から54.5％（H26）に増加
・地区内観光施設への来訪者数を57万人（H20）から67万人（H26）に増加

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

　市民アンケートにおいて地域住民が「災害の不安がないと思う」という問いに「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答した割合を比較する 24.6% ━ 53.8%

　市民アンケートにおいて地域住民が「自治会等の地域活動が盛んであると思う」という問いに「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答した割合を比較する 30.8% ━ 54.5%

　観光レクリエーション統計に基づく地区内観光施設への年間来訪者数を調査する 57万人 ━ 67万人

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
413百万円 Ａ 413百万円（うち提案事業分 100百万円） Ｂ 0百万円 Ｃ 0百万円

効果促進事業費の割合
24.2%

Ａ（提案分）＋Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

交付対象事業

事業者
要素となる事業名

市町村名 全体事業費
（百万円）

（事業箇所）

瀬戸市
地区面積994ha
地域交流センター、観光交流センター　等

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度）

全体事業費
（百万円）

（延長・面積等）

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

一体的に実施することにより期待される効果



（参考図面）市街地整備

計画の名称 1 品野地区都市再生整備計画

計画の期間 平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 愛知県、瀬戸市交付対象

A-1 品野地区都市再生整備計画事業 

東海環状自動車道 

国道248号 
国道363号 

せと品野IC 



別紙２

チェック欄

①上位計画等との整合性 ○

②地域の課題への対応（地域の課題と整備計画の目標の整合性） ○

①整備計画の目標と定量的指標の整合性 ○

②定量的指標の明瞭性 ○

③目標と事業内容の整合性 ○

④事業の効果（要素事業の相乗効果等）の見込みの妥当性 ○

①円滑な事業執行の環境（事業熟度、住民等の合意形成等を踏まえた事業実施の
確実性）

○

②地元の機運（住民、民間等の活動・関連事業との連携等による事業効果発現の確
実性）

○

Ⅲ．計画の実現可能性

Ⅰ．目標の妥当性

社会資本整備総合交付金チェックシート

Ⅱ．計画の効果・効率性

（汎用タイプ）

計画の名称：品野地区都市再生整備計画　　事業主体名：瀬戸市


